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1.まえがき

セルラ移動通信系では.サービスエリアは複数のゾー
ンに分割されており,干渉が十分小さいゾーン間で同一

通話チャネルを割り当てることができるが,チャネルの
割り当て方によってチャネルの利用効率が異なってくる.
セルラ移動通信系には固定チャネル割当法(FCA)とダイ
ナミックチャネル割当法(DCA)の2つのチャネルの割当
法があり(4)(5),DCAでは利用効率を上げるために再配置

接続(3)(4)を行うこともあるが.この問題はNP完全である
ことが知られている(4).一方,近年さまざまな最適化問
題を解く手法として,生物の進化の過程を模倣した遺伝

的アルゴリズム(GA)が提案されている(1)(2).文献(6)では
チャネルの割当問題にGAを適用している.そこではチャ
ネルの再配置のみを行っているため,適応度を求める際
にはゾーン間のチャネルの干渉しか考慮に入れていない
が,ここでは時間変化に伴い呼が生起,終了するモデル
を想定しているので,呼が生起したゾーンにおける使用
可能なチャネルの有無も考慮に入れている点が異なって
いる.本報告では. GAを用いたダイナミックチャネル割

当法を提案し,シミュレーション結果を通じて他の手法
と比較,検討を行い,本手法の有効性を示した.

2.ダイナミックチャネル割当問題に用いる
遺伝的アルゴリズム

2-1遺伝子型の設定

各個体の遺伝子型としては, (ゾーン数n)×(チャネル
数m)の行列形式とし.ゾーンjにチャネルkが割り当て
られた時にj行k列の成分を1とし.それ以外の時には
0とする(図1).
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図1　遺伝子型

2-2　適応度

個体は適応度の高い順にl1,l2,・・・とすると,個体li

の遺伝子型の適応度関数f(li)次の式で表されるものと
する.

2-3　生起した呼へのチャネルの割り当て方

適応度の高いものから順に/,. 12>　と並び換え, /1
の遺伝子型に相当するチャネルを各ゾーンに割り当てる.
即ち,個体/,のj行k列の遺伝子が1であるならば.ゾー
ンjにチャネルkを割り当てるという様にする.
新しく呼が生起した時に.そのゾーンに使用可能なチャ

ネルがあれば.その呼に任意の使用可能なチヤネJレを割
り当てる.例えば.ゾーンj'に呼が生起し.その呼にチャ
ネルk'が割り当て可能ならば,個体1.のj'行k'列の遺
伝子を0から1に変更する.他の個体では.その遺伝子
型をチャネル割当に用いた時に0から1に変更しても干
渉が起こらないチャネルがあれば.そのチャネルに相当
する遺伝子の中から任意の一つの遺伝子を0から1に変
更する.

2-4　交差

適応度比例戦略…2)によって任意の異なる2つの個体
を親として選び.呼が生起したゾーンのバッフゾーン
内のゾーンに相当する行に対してのみ.行単位で一様交
差を行う(図2).

交差は生起呼にチャネルが割り当てられなかった場合
にのみ行われる.適応度の高い半分の個体は次の世代に
接し.残りの半分の個体は消滅させ.任意の2つの親か
ら2つの子を生成し.それを新しい個体とする.呼が生
起したゾーンで新しくチャネルが割り当てられてもバッ
ファゾーンの外側ではその影響を受けないので.バッファ
ゾーン内のゾーンに割り当てられているチャネルを切り
換える.
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B]2　漣伝子型の交差

:'-5　突然変異

各個体の遺伝子型において,各行毎に漣伝子が1であ

るものの数によって,次の棟に幼合分けを行い.個件ll
以外の各個体に対して突然変異を行う.

亭vp<亭vI,の場合

個体1。の遺伝子型をチャネル割当に用いた時に.もし
ゾーンj内に0から1に変更しても干渉が起こらないチャ
ネルがあれば,そのチャネルに相当する遺伝子の中から
任意の一つの遺伝子を0から1に変更する.

亭v--亭vサ*の場合

個体I.・の遺伝子型をチャネル割当に用いた時に,もし
ゾーンj内に干渉を起こすチャネルkがあり.かつ,ゾー
ンj内に0から1に変更しても干渉が起こらないチャネ
ルk'があれば.チャネルkに相当する遺伝子を1から0
(=変更し,チャネルk'の様なチャネルに相当する遺伝子
の中から任意の一つの遺伝子を0から1に変更する.

もしゾーンj内に干渉を起こすチャネルがなければ,
突然変異は行わない.

一般に突然変異は突然変異率の生起確率によって行わ
れるが.ここでは,呼損が起こる坊合,および干渉が起
こる場合にのみ突然変異を行う.

3.計算機シミュレーション

3-1　シミュレーション条件

・呼の生起:ポアソン分布に従う
・保留時間:平均1.5分の指数分布に従う
・干渉条件:1ベルトバッファ系
・ゾーン教:19　　　　　　　　個体数:20
・チャネル教121　　　　　　淘汰個体数: 10
・生起呼教: i,9c氾　　　　　・最終牡代数: 150
この条件で10回繰り返し行い.その平均をシミュレー

ション結果とした.

312　シミュレーション結果

GAを用いたチャネル割当のシミュレーション結果は図
3の棟になった.ここでは,適応度開放の係数A.Bの億
は. A=0.80,B=0.20とした.なお,結果は中心7ゾー
ンの平均を取ったものである.また,比較のために,固
定チャネル割当法(FCA)(4Xt3), First Available法(4Wl, First
Available法+第1段階の再配置接続法Ou一)に上る結果も合
わせて載せた.
図3を見てみると, GAを用いたチャネル割当法が最も

呼規準が小さくなっている・ GAを用いたチャネル割当法
ではバッファゾーン内のチャネルをゾーン単位で入れ換
えているので.同時に多数のチャネルを再配定している
と考えられる.上って,第1段階の再配tE接続法では解
が得られなかった場合でもGAでは解が得られたので,
第1段階の再配置接続法よりも呼損率が小さくなったの
ではないかと思われる.これより, GAを用いたチャネル
割当法は,他の従来手法と比較しても有効な手法である
と言える.
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図3　シミュレーション結果

4.あとがき

本報告ではGAを用いたチャネル割当法を提案し,計算
携シミュレーションによって他の従来手法と比較した.
このシミュレーション結果より.本手法がチャネル割当
間組を解く有効な手段であることを示した.しかし,令
回用いたモデルはかなり小さなものだったので.今後は
より大きなモデルでシミュレーションを行い.本手法の
有効性を示すつもりである.
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